
資料２－１

令和６年８月７日
嘉麻市 交通政策課

嘉麻市バス停待合環境整備について
（ベンチ設置事業）



 
様式第４－１（日本産業規格Ａ列４番） 

第      号 

令和６年８月 日 

 

 

国土交通大臣 殿 

 

住 所 福岡県嘉麻市岩崎 1180 番地 1 

氏名又は名称 嘉麻市地域公共交通会議 

代 表 者 会長 山田 卓嗣  

 

 

令和６年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金 

（地域公共交通バリア解消促進等事業）交付申請書 

 

 

令和６年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域公共交通バリア解消促進等事業） 

金 1,132,000 円を交付されるよう、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和 30 年法律

第 179 号）第５条の規定により、別紙のとおり申請します。 
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令和６年度 生活交通改善事業計画（バリア解消促進等事業）（案） 

 

令和６年８月  日 

嘉麻市地域公共交通会議 

会長  山田 卓嗣 

 

１．生活交通改善事業計画の名称 

 市バス停留所待合環境整備事業 

２．バリアフリー化設備等整備事業の目的・必要性 

嘉麻市地域公共交通計画においては、「高齢者や学生が公共交通で気軽に外出・移動できる環境の整備」を

基本方針と掲げ、その中で待合環境を整備することを目標としている。当市には市バス停留所が 204 箇所

存在しているが、多くの停留所では待合環境が整備されておらず、アンケート等においても待合環境の改

善を要望する意見が多い状況にある。このことから、当市ではベンチ設置に関する基準を定め、令和 5 年

度から待合環境の整備を実施しており、事業継続により利用者の待機時間における負担を軽減し、公共交

通を利用しやすい環境整備を図っていく。 

３．バリアフリー化設備等整備事業の定量的な目標及び効果 

（１）事業の目標 

 市内停留所 30 カ所の待合環境の整備（令和９年度まで）。 

 

（２）事業の効果 

・停留所にベンチを設置することによる待合環境の向上。 

・待合環境の向上による利用者増加。 

４．バリアフリー化設備等整備事業の内容と当該事業を実施する事業者 

（１）事業の内容：市バス停留所に待合環境整備のためのベンチを設置（嘉麻市地域公共交通会議） 

ベンチの設置及び管理：嘉麻市役所交通政策課 

 

 

（２）関連事項 

 

 

 

５．バリアフリー化設備等整備事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

令和６年度（当該年度） 

事業の

名称 

総事業費 

割合 

国費 

割合 

都道府県負担

割合 

市区町村負担 

割合 

事業者負担 

割合 

市バス

停留所

待合環

境整備

事業 

 
3,736 千円 

 

1,132 千円 

 

千円 

 

2,604 千円 

 

千円 

100％ 30％ ％ 70％ ％ 
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６．計画期間  

以下項目別に概ねの着手・実施期間を矢印（←→）、または横棒線（―――）で記載。 

●で年度ごとの事業着手日、事業完了日を記載 

 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 

   

 

ベンチ設置（10 箇所） 

●着手：R5.10.26 

●完了：R6.2.14 

ベンチ設置（20 箇所）  

 

 

７．協議会の開催状況と主な議論  

１.令和４年８月～令和５年３月まで、嘉麻市地域公共交通会議内において、「嘉麻市地域公共交

通計画」を策定。計画内に待合環境整備についての目標を定める。 

２.令和５年８月地域公共交通会議において、生活交通改善事業計画について承認。 

３.令和６年８月７日地域公共交通会議において、生活交通改善事業計画について（  ）。 

 

８．利用者等の意見の反映 

・令和４年９月に実施したアンケート調査における待合環境の改善に係る要望を鑑み、1,000 人

以上の利用者がいる市バス停留所から順次待合環境の整備を実施。 

 

 

９．協議会メンバーの構成員 

関係都道府県 福岡県 

交通事業者・交通施

設管理者等 

西鉄バス筑豊(株)、福岡県筑豊地区タクシー協会、福岡県交通運輸産業

労働組合協議会 

地方運輸局 国土交通省九州運輸局福岡運輸支局 

その他協議会が必

要と認める者 
福岡県飯塚県土整備事務所、福岡県嘉麻警察署 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

 

（住 所） 福岡県嘉麻市岩崎 1180 番地 1 

（所 属） 嘉麻市役所 交通政策課 

（氏 名） 担当 伊藤 智洋 

（電 話） 0948-42-7404 

（ＦＡＸ） 0948-42-7095 

（Ｅ-mail）kotsu@city.kama.lg.jp 



様式第４－１ 別紙２

(単位：円)

着手：

交付決定日から

3,396,000円 1,132,000円
完了：

令和7年2月まで

･
･
･

計

（添付書類）

(1) 生活交通確保維持改善計画又は生活交通改善事業計画の写し

(2) 補助対象経費に係る見積書及び補助金額の算出基礎

(3) その他申請に必要な書類

3

地域公共交通バリア
解消促進等事業
バス停ベンチ設置費
用

市バス停留所待合
環境整備事業

バス停ベンチ

（バス・タクシー車両、船舶の移動等円滑化、福祉タクシーの共同配車センターの整備、バリア解消に資する待合・乗継環境の向上、情報提供、鉄軌道駅の利用者の利便性向上に資する生活支援機能施設の整備を除く利用環境改善促進等事業に限る）

補助対象経費

令和６年度:地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域公共交通バリア解消促進等事業）交付申請事業
補助対象事業者名

補助対象事業の種別
(補助対象経費の区分)

補助対象事業の名称 補助対象設備
補助対象事業の

着手及び完了予定日
補助金額 備考

1

2

0575
スタンプ


